
　
全
厚
労
平
和
委
員
会
主
催
で

恒
例
の
原
水
禁
世
界
大
会
に
今

年
も
参
加
し
ま
し
た
。
全
厚
労

か
ら
の
参
加
者
は
家
族
も
含
め

総
勢
11
県
68
名
。
１
日
目
（
８

／
４
）
は
開
会
総
会
が
広
島
県

立
総
合
体
育
館
・
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
開

会
宣
言
、
主
催
者
報
告
、
広
島

市
長
挨
拶
、
被
爆
者
挨
拶
、
政

府
代
表
挨
拶
、国
会
議
員
挨
拶
・

メッ
セ
ー
ジ
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ
で
は
「
核
兵
器

の
禁
止
、
核
兵
器
の
な
い
世
界

の
実
現
を
核
保
有
国
と
核
依
存

国
で
の
た
た
か
い
」
と
し
て
世

界
各
国
の
有
識
者
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
セ
ッ
シ
ョ

ン
Ⅱ
で
は
「
核
兵
器
禁
止
条
約

に
参
加
す
る
日
本
を

－
草
の
根

の
運
動
交
流
」
と
し
て
全
国
各

地
の
民
間
団
体
等
の
取
り
組
み

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
（
８
／
５
）
は
、
分

科
会
に
分
か
れ
参
加
者
も
各
々

興
味
が
あ
る
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
で
あ
っ

た
り
、
動
く
分
科
会
の
基
地
調

査
行
動
で
あ
っ
た
り
、
碑
め
ぐ

り
で
は
平
和
公
園
の
中
の
原
爆

碑
や
当
時
の
惨
状
を
物
語
る
貴

重
な
原
爆
遺
跡
を
見
て
ま
わ
り

ま
し
た
。
原
爆
遺
跡
「
旧
陸
軍

被
服
支
廠
め
ぐ
り
」
に
参
加
さ

れ
た
班
は
被
爆
し
た
人
々
の
臨

時
収
容
所
に
も
な
っ

た
倉
庫
群
を
見
学
し

ま
し
た
。

　
３
日
目
（
８
／
６
）

は
、
朝
８
時
に
広
島

平
和
公
園
の
「
原
爆

の
子
の
像
」
前
に
集

合
し
折
り
鶴
奉
納
と

（
長
野
佐
久
支
部
の

参
加
者
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

取
材
・
中
継
さ
れ
て

　8月4日から6日の3日間にわたり原水爆禁止2024年世界大会が広島で
開催されました。そこでは、原爆の悲惨さが語られるとともに、戦争では
ない対話を必要とした世界平和が訴えられました。戦争では物事が解決し
ません。ましてや核を用いた争いは人類を破滅に追いやるものと思います。
今年は例年に比して多くの組合員およびそのご家族にご参加頂きました。
全体会当日は非常に暑い外気温であったものの、その気持ちも熱く皆さん
議論に耳を傾けていました。
　分科会では、私は「呉基地調査行動」に参加させていただきました。呉
というと皆さんは戦艦大和を想像する方も見えるかもしれませんが、今回
は実際の呉基地を目指しました。灰ヶ峰山頂から眺める呉市内は港湾都市
であることが再認識され、その後みた潜水艦隊には静かな出で立ちが不
気味なくらいでした。
　最終日の灯ろう流しにも多くの方が参加して頂きました。私は「ふたた
び白衣を戦争の血で汚さない」ことを強く祈念し、その言葉を灯ろうに記
して川に流して参りました。
　最後に、今年はホントに全国から多くの方に参加して頂きありがとうご
ざいました。

い
ま
し
た
！
）、
８
時
15
分
か
ら

被
爆
者
へ
の
黙
と
う
を
捧
げ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
10
時
30
分
よ

り
再
び
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
で

ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
集
会
に
参
加
し

ま
し
た
。

　
今
年
は
全
厚
労
独
自
参
加
企

画
と
し
て
「
灯
ろ
う
流
し
」
を

行
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ

ん
思
い
思
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

書
き
込
み
川
に
流
し
ま
し
た
。

全厚労中央副執行委員長（平和担当） 岡村　秀人
2024原水爆禁止世界大会in広島を終えて

全厚労ピースフラッグ（まもろういのち・黄緑色）を掲げる岡村副委員長 全厚労平和委員

灯ろう流し参加者

取材を受ける佐久支部の参加者たち

折り鶴奉納

全厚労作成タペストリー

核兵器のない核兵器のないないないないないないないないないないない世界を目指す世界を目指す核兵器のない核兵器のない
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当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
15
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
６
月
号
の
答
え
は
「
シ
ョ
ウ
ゾ
ウ
ガ
」
で
、

当
選
倍
率
は
１
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
、
読
者
の
声
計
15
名
当
選
）
で
し
た
。

頑張る仲間

　静厚労で本部執行委員長を務めさせ
て頂いております鈴木泰秀です。今年
度は多くの行事に現地参加することが
でき、他県・他職種の皆さんとお話し
する機会が増え本来の組合活動という
ものがみえてきました。
　静厚労執行部は経験の浅い委員で構
成されていますが、今年度は診療報酬
改定に伴う賃上げ交渉や静厚労として
も自動車通勤手当の改定もあり、手探
りで交渉を行うなかで全厚労の皆様に
助けて頂きながらここまでやってこれ

たことに感謝申し上げます。今年の夏はどこにも出かけず、エアコ
ンの効いた部屋で定期大会の準備を進めています。

　大分県厚生連鶴見病院の看護師、三
浦です。
　叔母バカと言われ続けて15年！か
わいい子ども達と旅行や買い物、温泉
に行くことが私の癒しです。
　組合活動に無関心だった私が、執行
委員になり2年目を迎えます。
　今年度は看護委員長という大役を担
うことになりました。まず組合活動に
関心を持ってもらうこと、若いスタッ
フにもお話を聞ける環境作りをして、
働きやすい職場にしていきたいです。 大分　三浦順子さん

静岡　鈴木泰秀さん

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第198回は静岡・大分にお願い
しました。

　
６
月
号
平
和
ツ
ア
ー
の
記
事
を
見

て
、
わ
た
し
も
沖
縄
に
行
っ
た
時
、

平
和
祈
念
公
園
で
ひ
め
ゆ
り
の
塔
な

ど
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
決
し
て
戦

争
は
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し

た
。                            

（
福
島
）

―
―
先
人
の
経
験
か
ら
学
ぶ
の
は
大

切
で
す
ね
。「
平
和
は
つ
く
る

も
の
」
で
す
か
ら
、
労
働
組
合

で
も
声
を
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。                     

（
Ｈ
Ｔ
）

Ｋ,
ｓ
金
沢
に
参
加
し
、
い
ろ
ん

な
人
と
交
流
す
る
中
で
各
県
支
部
で

様
々
な
問
題
を
抱
え
な
が
ら
皆
働
い

て
い
る
事
を
知
っ
た
。
言
い
た
い
こ

と
も
言
え
な
い
こ
ん
な
病
院
じ
ゃ
Ｐ

Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

現
状
改
善
に
向
け
て
声
を
上
げ
続
け

て
い
く
組
合
の
力
や
組
合
員
の
数
の

大
切
さ
を
感
じ
た
。         

（
岐
阜
）

―
―
各
県
各
支
部
で
問
題
は
違
い
ま

す
が
、
目
指
す
は
労
働
条
件
・

労
働
環
境
の
改
善
で
す
。
組
合

通
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。                     

（
Ｏ
Ｇ
）

　
夏
が
来
ま
す
が
、
そ
の
前
に
ホ
タ

ル
で
も
見
て
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
た

い
も
の
で
す
ね
。              

（
秋
田
）

―
―
暗
闇
に
光
る
ホ
タ
ル
は
幻
想
的

で
心
が
和
み
ま
す
よ
ね
。（

Ｏ
Ｄ
）

　
連
日
、
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が

出
て
い
ま
す
。
35
度
超
え
の
日
が
続

く
な
ん
て
地
球
環
境
が
変
わ
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。（

三
重
）

―
―
記
録
的
な
猛
暑
が
続
く
中
で
医

療
・
福
祉
施
設
は
未
だ
に
マ
ス

ク
を
着
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

よ
り
暑
さ
を
実
感
し
ま
す
ね
。

地
球
温
暖
化
が
今
後
も
進
み
さ

ら
に
気
温
が
上
昇
す
る
と
思
う

と
…
目
指
せ
、Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
温
暖

化
で
す
ね
！          

（
Ｉ
Ｃ
）

教宣部の教宣部の教宣部の つぶやきつぶやき教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

　読者の声、聞かせて・教えて、クロスワー
ドはすべてＱＲコードよりスマホから投稿でき
ます。氏名・住所・希望景品（図書カード
又はクオカード）は必須事項です。

　
み
な
さ
ん
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て

い
ま
す
か
？
こ
の

時
期
だ
と
学
生
時

代
に
は
夏
休
み
と

い
う
固
定
休
暇
が

存
在
し
ま
し
た
が
、

社
会
に
出
る
と
固

定
さ
れ
た
長
期
休

暇
が
な
い
の
で
、

な
か
な
か
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
で
き
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
お

互
い
様
で
休
み
を
取
っ
て

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
仕
事

し
て
、
長
く
働
き
続
け
る

こ
と
が
出
来
る
職
場
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
！
（
Ｋ
Ｕ
）

全厚労ツイッター
職場の声を
つぶやき中！

全厚労　
全国の活動を
ポスト中！

　自動車共済の新規契約が前年より増えています。
「暮らしの負担が年間で数万円も軽くなる」と、掛
金の見積りをした方の多くが自動車共済に乗り換え
ています。
　等級の引継ぎができ補償も充実しています。保険
の満期が近くて検討している方だけでなく、満期ま
で期間のある方も含め
て、職場の皆さんで
見積りをしてください。
見積りされた方には
医労連共済から記念
品が送られます。

最
賃
で
の
生
活

７
割
が
達
成
で
き
ず

　
参
加
者
は
地
域
別
最
低
賃
金

を
も
と
に
算
出
さ
れ
た
月
額
か

ら
、
単
身
者
と
し
て
住
居
費
・

水
道
光
熱
費
・
社
会
保
険
料
等

の
固
定
費
を
差
し
引
い
た
金
額

で
30
日
間
生
活
を
行
い
ま
し
た
。

　
期
間
中
、
予
算
を
超
過
し

「
最
低
賃
金
で
の
生
活
」
を
達

成
で
き
な
か
っ
た
参
加
者
は
41

名
。
超
過
金
額
の
最
大
は
▲
２

９
万
７
７
８
円
（
大
分
）、
最

小
は
▲
４
６
４
円
（
長
野
）
で
、

中
央
値
は
▲
５
万
６
５
０
８
円

で
し
た
。
残
金
を
残
せ
た
参
加

者
は
14
名
で
、
最
大
残
金
は
４

万
７
１
９
４
円
（
長
野
）、
最

小
は
88
円
（
北
海
道
）、
中
央

値
は
１
万
７
４
１
円
で
し
た
。

全
労
連
の
定
期
す
る
全
国
一
律

最
低
賃
金
１
５
０
０
円
を
想
定

し
た
場
合
、
44
名
の
予
算
超
過

者
は
11
名
ま
で
減
少
し
ま
す
。

生
活
費
に
格
差
な
し

　
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
で
は
、

最
低
賃
金
を
全
国
平
均
で
時
給

１
０
５
４
円
と
し
、
現
在
の
１

０
０
４
円
か
ら
の
引
き
上
げ
目

安
額
50
円
と
す
る
よ
う
提
案
し

て
い
ま
す
。
50
円
程
度
の
引
き

上
げ
で
、
は
た
し
て
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
最
も
高
い
東
京
都
（
１
１
１

３
円
）
と
、
最
も
低
い
岩
手
県

（
８
９
３
円
）
で
は
２
２
０
円

の
差
が
あ
り
ま
す
が
、
コ
ン
ビ

ニ
で
買
う
お
に
ぎ
り
の
価
格
は

ど
こ
で
も
一
緒
で
、
地
方
だ
か

ら
と
い
っ
て
生
活
費
が
安
い
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
物
価
高

騰
が
続
く
現
状
に
見
合
っ
た
最

低
賃
金
が
必
要
で
す
。

体
験
か
ら
最
賃

引
き
上
げ
に
繋
げ
て

　
報
告
会
で
は
参
加
者
の
感
想

交
流
が
行
わ
れ
、「
急
遽
、
夏

タ
イ
ヤ
を
買
う
事
に
な
っ
た
り

葬
儀
が
あ
っ
た
り
コ
ロ
ナ
に
か

か
っ
た
り
と
結
果
４
万
２
千
円

オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
っ
た
。
な

ん
で
最
賃
体
験
の
時
に
こ
う
な

っ
ち
ゃ
う
か
な
と
思
っ
た
が
、

突
発
的
な
出
費
は
毎
月
あ
っ
て

も
今
ま
で
悩
む
ほ
ど
で
は
な
か

っ
た
が
、
最
賃
で
は
対
応
で
き

な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
家
で

自
炊
し
て
食
べ
て
寝
て
は
出
来

る
が
趣
味
に
お
金
が
使
え
ず
、

貯
金
な
ん
て
も
っ
て
の
ほ
か
。

１
５
０
０
円
を
目
指
す
こ
と
が

必
要
だ
と
感
じ
た（
北
海
道
）」、

「
暑
い
の
で
飲
み
物
を
買
い
た

い
な
と
思
っ
て
も
残
金
を
考
え

て
１
５
０
円
を
少
し
た
め
ら
う

時
が
あ
っ
た
（
滋

賀
）」、「
食
費
を
抑

え
よ
う
と
カ
ッ
プ

麺
な
ど
を
買
っ
て

い
た
ら
体
重
が
増

え
て
し
ま
い
ス
ト

レ
ス
や
健
康
を
害

し
て
し
ま
う
こ
と

を
身
を
も
って
知
っ

た（
北
海
道
）」と

い
っ
た
声
が
あ
り

ま
し
た
。

　
京
都
・
徳
島
で

は
、
最
賃
体
験
を

行
っ
た
青
年
が
地

方
最
賃
審
議
会
で

意
見
陳
述
を
行
う

な
ど
行
動
を
起
こ

し
て
い
ま
す
。
ほ

か
に
も
青
森
、
宮

城
、
埼
玉
、
東
京
、

長
野
、
愛
知
、
滋

賀
で
の
と
り
く
み

が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
中
小
企
業
へ
の
支
援
策
の
強

化
と
あ
わ
せ
て
、
最
低
賃
金
を

引
き
上
げ
る
こ
と
で
す
べ
て
の

労
働
者
の
賃
上
げ
に
繋
げ
、
地

域
間
格
差
を
な
く
し
全
国
一
律

最
賃
制
度
の
実
現
を
目
指
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
医
労
連
が
め

ざ
す
看
護
師
・
介
護
士
を
対
象

と
し
た
「
特
定
最
賃
（
産
別
最

賃
）」
の
新
設
を
め
ざ
す
取
組

み
も
重
要
で
す
。

最賃体験全体の結果

■Ａ以前中執で平和委員になった際には、ビキニデーを
目前にしてコロナ禍となり、原水爆世界大会への参加
は出来ませんでした。今年度、中伊豆支部の平和委員
が退職したこともあり執行委員長に声をかけていただ
き、とても関心があったので、今回の広島のツアーに
参加することができました。
■Ｂ世界中の人が核廃絶の願いを持ち世界大会に参加し
ていました。草の根運動、平和行進、署名活動や情報
の拡散等、大勢の人が核兵器と戦争をなくすために活
動している事を知りました。
　80代の方が東京から広島へと長距離の行進に何度も
参加されていたり、高校生が平和ゼミナールを通して
学習したり演説している姿はとても感動的でした。演
説の中で、「平和とは、誰もが安心して暮らせる社会」
と言っていたことが印象に残りました。今ある平和は
そこにあるものではなくて、たくさんの人が守って来
たものと感じました。
　戦争の悲惨さを学び、平和を守るための行動に自分
も何かできることを考え
て参加していきたいと思
う3日間でした。私は普
段中伊豆温泉病院で作業
療法士として働いていて、
高齢の方と接することが
多いので、終戦記念日に
向けて身近な方の体験も
（話してつらくない範囲
で）伺うことが出来たら、
それを伝えていくことな
ら自分にでもできるかも
しれないと思いました。

参加者インタビュー

■Ａ今年は広島県での開催とのことで、原爆ドームを一度
見てみたいという気持ちで参加しました。
■Ｂ参加するまでは、正直、戦争の話は自分の中で少し避
けてきていました。しかし、今回、原水禁世界大会に参
加したことで、分科会では当時の映像を見たり、原爆ド
ームを見ることで、本当に日本で起こっていたことなの
だと目の当たりにし、たくさんのことを学ぶことができ
ました。これから戦争を知らない人が増えてきますが、
何が起きていたのか、核兵器がどれだけ怖いものなのか
を伝え続けていかなければと思いました。大変貴重な体
験ができた３日間でした。広島焼きも美味でした。

■Ａ参加のきっかけは、以前原水禁に参
加したことのある職場の先輩から参加を
すすめられたことです。実際に現地に行
くことでしか得られない情報がたくさん
あって勉強になるとのことで話があり、
興味を持ったため参加させていただきま
した。
■Ｂ現在、世界の情勢が再び混乱を起こ
している中、日本だけでなく、世界規模
で戦争や核を廃絶するために多くの人が
取り組んでいることを実際に感じ取るこ

とが出来ました。会場で発表されていた方のような発信力はありませんが、"平和のために自分が
出来ることはなんなのか"を考え、今回参加して感じ取った思いを自分の近くの人たちに伝えてい
くだけでもひとつの取り組みとして微力ながら貢献できるのではないかと思いました。
　今回の参加は自分の中でとても貴重な経験となりました。ありがとうございました。「No more 
Hiroshima, No more Nagasaki, No more Hibakusha, No more any war.」

2024原水爆禁止世界大会in広島 「参加したきっかけ」
「参加しての感想」
Ａ
Ｂ

五十嵐　栄介さん（福厚労塙分会青年部部長・看護師）

日向　希さん（長厚労佐久支部青年部事務局長・作業療法士）高島　美幸さん（静厚労中伊豆支部・作業療法士）
佐
久
支
部
の
皆
さ
ん
と
折
鶴
を
も
っ
て
（
右
か
ら
２
番
目
）

青年の皆さんと平和を思う（前列右から３番目）

6日に折鶴を奉納（写真右）新規加入が増えています新規加入が増えています

　
６
月
10
日
か
ら
１
ヵ
月
間
か
け
て
行
っ
た
医
労
連
「
最
低
賃
金
生
活
体
験
」

の
報
告
集
会
が
、
８
月
５
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
体
験
の

取
り
組
み
は
３
年
目
と
な
り
、
全
厚
労
か
ら
も
６
県
20
名
の
青
年
が
参
加
。

最
終
集
約
数
は
３
全
国
組
合
18
県
医
労
連
55
名
、
13
職
種
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
の
青
年
が
最
賃
体
験〝
生
活
で
き
な
い
〞

全
国
の
青
年
が
最
賃
体
験〝
生
活
で
き
な
い
〞

（3） 2024年８月20日 第526号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2024年８月20日 第526号全 厚 労 ニ ュ ー ス
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当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
15
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
６
月
号
の
答
え
は
「
シ
ョ
ウ
ゾ
ウ
ガ
」
で
、

当
選
倍
率
は
１
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
、
読
者
の
声
計
15
名
当
選
）
で
し
た
。

頑張る仲間

　静厚労で本部執行委員長を務めさせ
て頂いております鈴木泰秀です。今年
度は多くの行事に現地参加することが
でき、他県・他職種の皆さんとお話し
する機会が増え本来の組合活動という
ものがみえてきました。
　静厚労執行部は経験の浅い委員で構
成されていますが、今年度は診療報酬
改定に伴う賃上げ交渉や静厚労として
も自動車通勤手当の改定もあり、手探
りで交渉を行うなかで全厚労の皆様に
助けて頂きながらここまでやってこれ

たことに感謝申し上げます。今年の夏はどこにも出かけず、エアコ
ンの効いた部屋で定期大会の準備を進めています。

　大分県厚生連鶴見病院の看護師、三
浦です。
　叔母バカと言われ続けて15年！か
わいい子ども達と旅行や買い物、温泉
に行くことが私の癒しです。
　組合活動に無関心だった私が、執行
委員になり2年目を迎えます。
　今年度は看護委員長という大役を担
うことになりました。まず組合活動に
関心を持ってもらうこと、若いスタッ
フにもお話を聞ける環境作りをして、
働きやすい職場にしていきたいです。 大分　三浦順子さん

静岡　鈴木泰秀さん

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第198回は静岡・大分にお願い
しました。

　
６
月
号
平
和
ツ
ア
ー
の
記
事
を
見

て
、
わ
た
し
も
沖
縄
に
行
っ
た
時
、

平
和
祈
念
公
園
で
ひ
め
ゆ
り
の
塔
な

ど
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
決
し
て
戦

争
は
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し

た
。                            
（
福
島
）

―
―
先
人
の
経
験
か
ら
学
ぶ
の
は
大

切
で
す
ね
。「
平
和
は
つ
く
る

も
の
」
で
す
か
ら
、
労
働
組
合

で
も
声
を
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。                     

（
Ｈ
Ｔ
）

Ｋ,
ｓ
金
沢
に
参
加
し
、
い
ろ
ん

な
人
と
交
流
す
る
中
で
各
県
支
部
で

様
々
な
問
題
を
抱
え
な
が
ら
皆
働
い

て
い
る
事
を
知
っ
た
。
言
い
た
い
こ

と
も
言
え
な
い
こ
ん
な
病
院
じ
ゃ
Ｐ

Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

現
状
改
善
に
向
け
て
声
を
上
げ
続
け

て
い
く
組
合
の
力
や
組
合
員
の
数
の

大
切
さ
を
感
じ
た
。         

（
岐
阜
）

―
―
各
県
各
支
部
で
問
題
は
違
い
ま

す
が
、
目
指
す
は
労
働
条
件
・

労
働
環
境
の
改
善
で
す
。
組
合

通
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。                     

（
Ｏ
Ｇ
）

　
夏
が
来
ま
す
が
、
そ
の
前
に
ホ
タ

ル
で
も
見
て
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
た

い
も
の
で
す
ね
。              

（
秋
田
）

―
―
暗
闇
に
光
る
ホ
タ
ル
は
幻
想
的

で
心
が
和
み
ま
す
よ
ね
。（

Ｏ
Ｄ
）

　
連
日
、
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が

出
て
い
ま
す
。
35
度
超
え
の
日
が
続

く
な
ん
て
地
球
環
境
が
変
わ
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。（

三
重
）

―
―
記
録
的
な
猛
暑
が
続
く
中
で
医

療
・
福
祉
施
設
は
未
だ
に
マ
ス

ク
を
着
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

よ
り
暑
さ
を
実
感
し
ま
す
ね
。

地
球
温
暖
化
が
今
後
も
進
み
さ

ら
に
気
温
が
上
昇
す
る
と
思
う

と
…
目
指
せ
、Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
温
暖

化
で
す
ね
！          

（
Ｉ
Ｃ
）

教宣部の教宣部の教宣部の つぶやきつぶやき教宣部の教宣部の教宣部の つぶやきつぶやきの

　読者の声、聞かせて・教えて、クロスワー
ドはすべてＱＲコードよりスマホから投稿でき
ます。氏名・住所・希望景品（図書カード
又はクオカード）は必須事項です。

　
み
な
さ
ん
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て

い
ま
す
か
？
こ
の

時
期
だ
と
学
生
時

代
に
は
夏
休
み
と

い
う
固
定
休
暇
が

存
在
し
ま
し
た
が
、

社
会
に
出
る
と
固

定
さ
れ
た
長
期
休

暇
が
な
い
の
で
、

な
か
な
か
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
で
き
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
お

互
い
様
で
休
み
を
取
っ
て

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
仕
事

し
て
、
長
く
働
き
続
け
る

こ
と
が
出
来
る
職
場
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
！
（
Ｋ
Ｕ
）

全厚労ツイッター
職場の声を
つぶやき中！

全厚労　
全国の活動を
ポスト中！

　自動車共済の新規契約が前年より増えています。
「暮らしの負担が年間で数万円も軽くなる」と、掛
金の見積りをした方の多くが自動車共済に乗り換え
ています。
　等級の引継ぎができ補償も充実しています。保険
の満期が近くて検討している方だけでなく、満期ま
で期間のある方も含め
て、職場の皆さんで
見積りをしてください。
見積りされた方には
医労連共済から記念
品が送られます。

最
賃
で
の
生
活

７
割
が
達
成
で
き
ず

　
参
加
者
は
地
域
別
最
低
賃
金

を
も
と
に
算
出
さ
れ
た
月
額
か

ら
、
単
身
者
と
し
て
住
居
費
・

水
道
光
熱
費
・
社
会
保
険
料
等

の
固
定
費
を
差
し
引
い
た
金
額

で
30
日
間
生
活
を
行
い
ま
し
た
。

　
期
間
中
、
予
算
を
超
過
し

「
最
低
賃
金
で
の
生
活
」
を
達

成
で
き
な
か
っ
た
参
加
者
は
41

名
。
超
過
金
額
の
最
大
は
▲
２

９
万
７
７
８
円
（
大
分
）、
最

小
は
▲
４
６
４
円
（
長
野
）
で
、

中
央
値
は
▲
５
万
６
５
０
８
円

で
し
た
。
残
金
を
残
せ
た
参
加

者
は
14
名
で
、
最
大
残
金
は
４

万
７
１
９
４
円
（
長
野
）、
最

小
は
88
円
（
北
海
道
）、
中
央

値
は
１
万
７
４
１
円
で
し
た
。

全
労
連
の
定
期
す
る
全
国
一
律

最
低
賃
金
１
５
０
０
円
を
想
定

し
た
場
合
、
44
名
の
予
算
超
過

者
は
11
名
ま
で
減
少
し
ま
す
。

生
活
費
に
格
差
な
し

　
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
で
は
、

最
低
賃
金
を
全
国
平
均
で
時
給

１
０
５
４
円
と
し
、
現
在
の
１

０
０
４
円
か
ら
の
引
き
上
げ
目

安
額
50
円
と
す
る
よ
う
提
案
し

て
い
ま
す
。
50
円
程
度
の
引
き

上
げ
で
、
は
た
し
て
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
最
も
高
い
東
京
都
（
１
１
１

３
円
）
と
、
最
も
低
い
岩
手
県

（
８
９
３
円
）
で
は
２
２
０
円

の
差
が
あ
り
ま
す
が
、
コ
ン
ビ

ニ
で
買
う
お
に
ぎ
り
の
価
格
は

ど
こ
で
も
一
緒
で
、
地
方
だ
か

ら
と
い
っ
て
生
活
費
が
安
い
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
物
価
高

騰
が
続
く
現
状
に
見
合
っ
た
最

低
賃
金
が
必
要
で
す
。

体
験
か
ら
最
賃

引
き
上
げ
に
繋
げ
て

　
報
告
会
で
は
参
加
者
の
感
想

交
流
が
行
わ
れ
、「
急
遽
、
夏

タ
イ
ヤ
を
買
う
事
に
な
っ
た
り

葬
儀
が
あ
っ
た
り
コ
ロ
ナ
に
か

か
っ
た
り
と
結
果
４
万
２
千
円

オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
っ
た
。
な

ん
で
最
賃
体
験
の
時
に
こ
う
な

っ
ち
ゃ
う
か
な
と
思
っ
た
が
、

突
発
的
な
出
費
は
毎
月
あ
っ
て

も
今
ま
で
悩
む
ほ
ど
で
は
な
か

っ
た
が
、
最
賃
で
は
対
応
で
き

な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
家
で

自
炊
し
て
食
べ
て
寝
て
は
出
来

る
が
趣
味
に
お
金
が
使
え
ず
、

貯
金
な
ん
て
も
っ
て
の
ほ
か
。

１
５
０
０
円
を
目
指
す
こ
と
が

必
要
だ
と
感
じ
た（
北
海
道
）」、

「
暑
い
の
で
飲
み
物
を
買
い
た

い
な
と
思
っ
て
も
残
金
を
考
え

て
１
５
０
円
を
少
し
た
め
ら
う

時
が
あ
っ
た
（
滋

賀
）」、「
食
費
を
抑

え
よ
う
と
カ
ッ
プ

麺
な
ど
を
買
っ
て

い
た
ら
体
重
が
増

え
て
し
ま
い
ス
ト

レ
ス
や
健
康
を
害

し
て
し
ま
う
こ
と

を
身
を
も
って
知
っ

た（
北
海
道
）」と

い
っ
た
声
が
あ
り

ま
し
た
。

　
京
都
・
徳
島
で

は
、
最
賃
体
験
を

行
っ
た
青
年
が
地

方
最
賃
審
議
会
で

意
見
陳
述
を
行
う

な
ど
行
動
を
起
こ

し
て
い
ま
す
。
ほ

か
に
も
青
森
、
宮

城
、
埼
玉
、
東
京
、

長
野
、
愛
知
、
滋

賀
で
の
と
り
く
み

が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
中
小
企
業
へ
の
支
援
策
の
強

化
と
あ
わ
せ
て
、
最
低
賃
金
を

引
き
上
げ
る
こ
と
で
す
べ
て
の

労
働
者
の
賃
上
げ
に
繋
げ
、
地

域
間
格
差
を
な
く
し
全
国
一
律

最
賃
制
度
の
実
現
を
目
指
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
医
労
連
が
め

ざ
す
看
護
師
・
介
護
士
を
対
象

と
し
た
「
特
定
最
賃
（
産
別
最

賃
）」
の
新
設
を
め
ざ
す
取
組

み
も
重
要
で
す
。

最賃体験全体の結果

■Ａ以前中執で平和委員になった際には、ビキニデーを
目前にしてコロナ禍となり、原水爆世界大会への参加
は出来ませんでした。今年度、中伊豆支部の平和委員
が退職したこともあり執行委員長に声をかけていただ
き、とても関心があったので、今回の広島のツアーに
参加することができました。
■Ｂ世界中の人が核廃絶の願いを持ち世界大会に参加し
ていました。草の根運動、平和行進、署名活動や情報
の拡散等、大勢の人が核兵器と戦争をなくすために活
動している事を知りました。
　80代の方が東京から広島へと長距離の行進に何度も
参加されていたり、高校生が平和ゼミナールを通して
学習したり演説している姿はとても感動的でした。演
説の中で、「平和とは、誰もが安心して暮らせる社会」
と言っていたことが印象に残りました。今ある平和は
そこにあるものではなくて、たくさんの人が守って来
たものと感じました。
　戦争の悲惨さを学び、平和を守るための行動に自分
も何かできることを考え
て参加していきたいと思
う3日間でした。私は普
段中伊豆温泉病院で作業
療法士として働いていて、
高齢の方と接することが
多いので、終戦記念日に
向けて身近な方の体験も
（話してつらくない範囲
で）伺うことが出来たら、
それを伝えていくことな
ら自分にでもできるかも
しれないと思いました。

参加者インタビュー

■Ａ今年は広島県での開催とのことで、原爆ドームを一度
見てみたいという気持ちで参加しました。
■Ｂ参加するまでは、正直、戦争の話は自分の中で少し避
けてきていました。しかし、今回、原水禁世界大会に参
加したことで、分科会では当時の映像を見たり、原爆ド
ームを見ることで、本当に日本で起こっていたことなの
だと目の当たりにし、たくさんのことを学ぶことができ
ました。これから戦争を知らない人が増えてきますが、
何が起きていたのか、核兵器がどれだけ怖いものなのか
を伝え続けていかなければと思いました。大変貴重な体
験ができた３日間でした。広島焼きも美味でした。

■Ａ参加のきっかけは、以前原水禁に参
加したことのある職場の先輩から参加を
すすめられたことです。実際に現地に行
くことでしか得られない情報がたくさん
あって勉強になるとのことで話があり、
興味を持ったため参加させていただきま
した。
■Ｂ現在、世界の情勢が再び混乱を起こ
している中、日本だけでなく、世界規模
で戦争や核を廃絶するために多くの人が
取り組んでいることを実際に感じ取るこ

とが出来ました。会場で発表されていた方のような発信力はありませんが、"平和のために自分が
出来ることはなんなのか"を考え、今回参加して感じ取った思いを自分の近くの人たちに伝えてい
くだけでもひとつの取り組みとして微力ながら貢献できるのではないかと思いました。
　今回の参加は自分の中でとても貴重な経験となりました。ありがとうございました。「No more 
Hiroshima, No more Nagasaki, No more Hibakusha, No more any war.」

2024原水爆禁止世界大会in広島 「参加したきっかけ」
「参加しての感想」
Ａ
Ｂ

五十嵐　栄介さん（福厚労塙分会青年部部長・看護師）

日向　希さん（長厚労佐久支部青年部事務局長・作業療法士）高島　美幸さん（静厚労中伊豆支部・作業療法士）
佐
久
支
部
の
皆
さ
ん
と
折
鶴
を
も
っ
て
（
右
か
ら
２
番
目
）

青年の皆さんと平和を思う（前列右から３番目）

6日に折鶴を奉納（写真右）新規加入が増えています新規加入が増えています新規加入が増えています新規加入が増えています新規加入が増えています新規加入が増えています新規加入が増えています新規加入が増えています新規加入が増えています新規加入が増えています新規加入が増えています新規加入が増えています新規加入が増えています新規加入が増えています新規加入が増えています新規加入が増えています新規加入が増えています新規加入が増えています新規加入が増えています新規加入が増えています新規加入が増えています新規加入が増えています新規加入が増えています新規加入が増えています新規加入が増えています新規加入が増えています新規加入が増えています新規加入が増えています

　
６
月
10
日
か
ら
１
ヵ
月
間
か
け
て
行
っ
た
医
労
連
「
最
低
賃
金
生
活
体
験
」

の
報
告
集
会
が
、
８
月
５
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
体
験
の

取
り
組
み
は
３
年
目
と
な
り
、
全
厚
労
か
ら
も
６
県
20
名
の
青
年
が
参
加
。

最
終
集
約
数
は
３
全
国
組
合
18
県
医
労
連
55
名
、
13
職
種
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
の
青
年
が
最
賃
体
験〝
生
活
で
き
な
い
〞

（3） 2024年８月20日 第526号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2024年８月20日 第526号全 厚 労 ニ ュ ー ス

https://twitter.com/zenkouro
https://www.zenkouro.org/
https://www.zenkouro.org/


　
６
月
22
日
、
長
厚
労
第
74
回
定

期
大
会
が
長
野
市
内
「
ホ
テ
ル
国

際
21
」
に
て
開
催
さ
れ
、
来
賓
と

し
て
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
長
厚
労
は
全
厚
労
の
中
で
も
随

一
の
組
合
員
を
誇
る
大
県
連
で
も

あ
り
、
定
期
大
会
も
大
規
模
に
開

催
さ
れ
る
も
の
と
鑑
み
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
会
場
へ
向
か
い

ま
し
た
。

　
実
際
の
会
場
ホ
テ
ル
に
着
く

と
、
ロ
ビ
ー
に
て
知
っ
た
方
に
ご

挨
拶
を
行
い
、
気
持
ち
も
若
干
和

や
か
ム
ー
ド
に
な
り
ま
し
た
が
、

い
ざ
大
会
会
場
に
着
く
と
、
入
場

前
の
会
場
で
あ
っ
た
も
の
の
２
０

０
名
を
超
え
る
席
の
多
さ
に
驚
愕

し
緊
張
が
高
ま
り
ま
し
た
。
時
間

の
経
過
と
共
に
受
付
前
に
は
県
内

か
ら
参
加
す
る
代
議
員
で
賑
や
か

と
な
り
、
皆
さ
ん
の
会
話
に
耳
を

傾
け
て
も
「
久
し
ぶ
り
」「
元
気

し
て
た
？
」
な
ど
と
対
面
で
久
し

ぶ
り
に
会
う
嬉
し
さ
を
喜
ん
で
い

る
の
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
大
会
議
事
に
お
い
て
は
、
そ
の

一
つ
ひ
と
つ
が
粛
々
と
進
む
中
で

も
、
熱
い
討
議
が
行
わ
れ
、
今
後

　
７
月
27
日
、
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
旭

川
に
お
い
て
、
北
厚
労
第
62
回
定

期
大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
厚
労
を

代
表
し
て
挨
拶
に
伺
い
ま
し
た
。

前
日
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
初
め

て
の
全
体
懇
親
会
が
催
さ
れ
、
そ

こ
に
は
旭
川
厚
生
病
院
の
光
部
病

院
長
や
事
務
部
長
も
参
加
さ
れ

て
、
皆
さ
ん
方
と
直
接
交
流
す
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
特
に
全
厚

労
元
中
執
の
栗
田
さ
ん
に
は
、
賃

金
や
人
事
制
度
・
帯
広
厚
生
病
院

放
射
線
科
の
事
な
ど
色
々
と
教
え

て
い
た
だ
き
、
大
変
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　
当
日
定
刻
９
時
に
な
る
と
厳
粛

な
雰
囲
気
の
中
、
赤
坂
執
行
委
員

長
の
挨
拶
で
大
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
提
案
で
は
、
各
分
会
よ
り
世

情
を
反
映
し
た
家
賃
問
題
か
ら
人

事
異
動
・
賃
金
問
題
ま
で
32
題
の

事
前
質
疑
・
要
望
提
出
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
常
任
執
行
委

員
が
答
弁
さ
れ
、
さ
ら
に
昼
休
憩

を
挟
み
５
題
の
再
質
疑
が
あ
る
な

ど
、
非
常
に
内
容
の
濃
い
討
論
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
大
会
の
運
営
に
あ
た
る
議

事
運
営
委
員
の
皆
さ
ん
が
、
厳
格

な
運
営
を
行
っ
て
お
り
、
全
厚
労

で
も
見
習
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

な
と
思
い
ま
し
た
（
汗
）。

執
行
委
員
長
か
ら
は
、
来

年
度
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
は

評
価
料
等
財
源
が
な
い
中

で
の
要
求
に
な
り
、
非
常

に
悩
ま
し
い
と
の
発
言
も

あ
り
、
全
厚
労
と
し
て
財

源
確
保
に
向
け
て
さ
ら
な
る

努
力
を
加
速
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
強
く
感
じ
た
次
第

で
す
。

　
終
盤
の
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

採
択
で
は
、
星
野
中
央
執
行

委
員
が
自
作
の
赤
い
鉢
巻
姿

で
登
壇
し
、
マ
イ
ク
を
下
げ

大
声
で
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
読
み

上
げ
た
の
は
圧
巻
で
、
北
厚

労
の
熱
い
部
分
を
垣
間
見
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。最
後
に
は
、

新
旧
役
員
か
ら
の
挨
拶
が
あ
り
、

鉢
巻
や
腕
章
を
み
ん
な
が
付
け
て

い
た
昭
和
時
代
の
闘
い
の
思
い
出

や
、
役
員
と
し
て
９
年
間
も
頑
張

ら
れ
た
越
崎
組
織
部
長
の
退
任
挨

拶
で
は
思
わ
ず
も
ら
い
涙
が
流
れ

そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
北
厚
労
の
定
期
大
会
は
、
厳
格

の
長
厚
労
に
お
け
る
方
向
性
が
一

つ
ひ
と
つ
確
認
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
、
全
厚
労
へ
の

登
録
人
数
増
員
議
案
に
つい
て
は
、

代
議
員
か
ら
の
確
認
事
項
に
対
し

て
執
行
部
は
真
摯
に
説
明
し
、
質

問
さ
れ
た
代
議
員
は
十
分
に
納
得

さ
れ
た
感
を
表
情
と
雰
囲
気
か

ら
も
伺
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
長
野
で
は
、
完
全
リ
ア
ル
（
対

面
）
の
定
期
大
会
が
久
し
ぶ
り
と

の
事
で
し
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

あ
れ
ば
今
回
の
様
な
雰
囲
気
か
ら

察
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
感
じ
ま

し
た
。

　
余
談
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
回

は
大
会
後
の
懇
親
会
に
も
参
加
さ

せ
て
頂
き
、
県
内
各
病
院
長
、
看

護
部
長
、
本
部
役
員
が
参
加
さ
れ

て
お
り
、そ
の
数
の
多
さ
に
驚
き
、

会
話
の
中
で
も
労
使
の
絆
を
感
じ

る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
小

林
執
行
委
員
長
以
下
執
行
部
の

方
々
に
は
大
変
気
を
遣
わ
せ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
労
働
組
合
活
動

の
方
向
性
を
確
認
さ
せ
て
頂
い
た

大
変
有
意
義
な
大
会
で
し
た
。

　
長
厚
労
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈

念
し
て
、
こ
の
場
で
感
謝
の
意
を

お
伝
え
い
た
し
ま
す
。
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
全
厚
労

岡
村
秀
人

記
）

な
中
に
も
人
の
温
か
さ
が
見
え
る

も
の
で
し
た
。
委
員
長
の
お
人
柄

な
の
か
、
旭
川
の
土
地
柄
（
尾
道

と
比
べ
て
10
℃
も
低
く
涼
し
か
っ

た
で
す
）
な
の
か
爽
や
か
な
気
持

ち
で
帰
途
に
着
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
北
厚
労
の
皆
さ
ん
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
全
厚
労

岩
本
一
宏

記
）

岡村副委員長

岩本委員長

大会スローガンを宣言する
中央執行委員の星野さん

200名を超える参加者で、団結ガンバロー

新役員を代表して挨拶する高橋書記長

退任される役員の方々に花束贈呈

皆
さ
ん
は
、
自
分
の
力
で
は
ど

う
に
も
な
ら
な
い
状
況
や
、
ど
う

に
も
答
え
の
で
な
い
事
態
に
、
ど

の
よ
う
に
対
処
し
て
い
ま
す
か
？

現
代
は
、
物
事
に
は
必
ず
答

え
が
あ
り
、
そ
れ
を
早
く
わ
か
る

の
が
で
き
る
人
、
優
れ
た
人
で
あ

る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、

な
ん
と
か
解
決
し
な
け
れ
ば
と
頑

張
っ
て
も
、
世
の
中
は
白
黒
が
は

っ
き
り
つ
け
ら
れ
る
こ
と
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
、
相

手
が
あ
っ
て
の
問
題
な
ら
ば
、
答

え
や
解
決
策
を
急
が
ず
、
相
手

に
歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
た

だ
時
を
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
と
い
う

こ
と
も
一
つ
の
対
処
法
で
す
。
こ
の

よ
う
に
、
急
い
で
答
え
を
出
さ
ず

自
分
な
り
の
答
え
が
現
れ
て
く
る

の
を
待
つ
力
の
こ
と
を
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
・
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
が
、
私
は

よ
く
診
察
の
中
で
、
答
え
を
急

ぐ
患
者
さ
ん
に
ど
ん
な
薬
よ
り

「『
時
薬
（
と
き
ぐ
す
り
）』
が
一

番
効
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
」
と

お
話
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

時
薬
と
は
、
時
が
た
つ
こ
と
が
薬

に
な
る
と
い
う
意
味
で
す
。
時
が

解
決
し
て
く
れ
る
こ
と
は
、
意
外

と
多
い
も
の
だ
と
皆
さ
ん
も
思
い

当
た
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

待
つ
こ
と
で
成
功
し
た

経
験
、
逆
に
急
い
で

答
え
を
出
し
て
失
敗

し
た
こ
と
な
ど
を
思
い

出
し
て
み
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
は
い
っ
て
も
、
何
も
し
な

い
で
い
る
と
不
安
ば
か
り
が
募
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
ん
な
と
き
は
、

人
生
に
は
ど
う
し
て
も
時
間
の
か

か
る
こ
と
も
あ
り
、
か
け
る
し
か

な
い
こ
と
も
あ
る
と
考
え
、
目
の

前
の
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日

常
事
を
淡
々
と
こ
な
す
こ
と
が
大

切
で
す
。

今
や
る
べ
き
こ
と
に
集
中
し
て

い
る
と
、
変
え
ら
れ
な
い
過
去
や
、

だ
れ
に
も
わ
か
ら
な
い
未
来
に
戸

惑
わ
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
り

ま
す
。
今
を
生
き
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
、
不
安
が
減
り
、

自
然
に
待
つ
こ
と
が
で
き
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
今｣

を
生
き
る
た
め
に
有
効
な「
時
薬
」

（
10
）

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の（

心
の
相
談
室

山本晴義先生

各
加
盟
組
織
の
大
会
も
現
地
参
集
方
式
に
変
更
さ
れ

て
き
て
い
る
中
で
、
全
厚
労
か
ら
の
来
賓
あ
い
さ
つ
も
復

活
し
て
き
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
数
年
ぶ
り
に
大
会
に
派

遣
さ
れ
た
役
員
か
ら
、
各
大
会
へ
参
加
し
て
の
感
想
や

様
子
な
ど
を
伝
え
て
も
ら
い
た
い
と
企
画
し
ま
し
た
。

長
野
と
北
海
道
の
大
会
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

長野

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

対
面
で
の
再
会
に
嬉
し
さ
溢
れ
る

北海道

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

厳
格
さ
の
中
の
温
か
み
に
感
涙

長野・北海道大会に参加してきました長野・北海道大会に参加してきました長野・北海道大会に参加してきました長野・北海道大会に参加してきました長野・北海道大会に参加してきました
リアルに集い、熱い議論交わすリアルに集い、熱い議論交わす
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